
 
 

「第 3次相模原市食育推進計画（案）」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 
 食育とは、食に関わる様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全

な食生活を実践することができる人間を育てることです。 
食に関する知識や食を選択する力は、子どもの頃から家庭、学校、地域等様々な場所で学び

身に付け、生涯にわたって実践し、育み続けていくものであることから、食育の推進に当たっ

ては、学習の場の提供や食を取り巻く環境を整備し、充実させていくことが重要です。 
このようなことから、市民の心身の健康の増進と豊かな人間形成につながる食育を総合的か

つ計画的に推進するために、第３次相模原市食育推進計画を策定するものです。 
この度、同計画を策定するに当たり、市民の皆様からのご意見を募集いたしました。 
その結果、１５人の方から５３件のご意見をいただき、お寄せいただいたご意見についての

意見募集の概要、ご意見の内容及びご意見に対する本市の考え方を次のとおり公表します。 
 
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  平成３０年１２月１５日（土）～平成３１年１月２１日（月） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、健康増進課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城

山・橋本・本庁地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、各公民館（沢

井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館、広報さがみはら 
 
３ 結果 
（１）意見の提出方法 

   
 
 
 
 
 
 
（２）意見に対する本市の考え方の区分 

   ア：計画案等に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など）

意見数 １５人（５３）件 

内 

訳 

直接持参 ０人（０）件 
郵送 ０人（０）件 

ファクス １人（５）件 
電子メール  １４人（４８）件 



 
（３）件数と本市の考え方の区分 

 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

① 計画の構成及び数値目標に関すること ６  ３ ２ １ 

② 食育の取り組みに関すること ６ １ ３ ２  

③ 学校給食に関すること ４０  ３ ３７  

④ その他 １   １  

合 計 ５３ １ ９ ４２ １ 



（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

①計画の構成及び数値目標に関すること 

1 

(全体構成について) 

食育基本法は前文で子どもの食育の重要

性を訴えているが、この計画では、子ども

の食育の位置づけが極めて弱い。計画の体

系図の中でも、学校での食育、給食などと

の関連がほとんど位置づけられていない。

意図があるのか。 

本計画では、子どもも含めて、家庭や地

域での食育の推進に関する内容を「市民」、

家庭や地域の食育の推進のための環境整

備に関する内容を「環境」として整理して

おり、学校での食育は「環境」に位置づけ

ております。 

 ご意見の趣旨については、本計画に含ま

れているものと考えております。 

イ 

2 

(食を通しての豊かな人間性を育む P20) 

「食を通して豊かな人間性を育む」では、

なぜか家庭と地域だけで、学校の位置づけ

がない。学校での取り組みをきちんと位置

づけるべきではないか。 

イ 

3 

目標値は何を根拠に設定しているのか。 数値目標や目標値については、国や県の

計画と整合性を図り、可能なものについて

は同様の項目を設定することとしており

ます。 

エ 

4 

「食に関する情報発信を行う人」を特定

給食施設に絞っていては食育は普及しない

のではないか。例えば、当市の保育行政に

おいては「食育」＝保育施設で行なうもの、

という固定観念があるように見えるが、本

来、食育の主体は家庭である。したがって、

施設支援だけではなく、家庭に浸透したこ

とがわかる指標を立てたほうが良いのでは

ないか。 

本計画では、家庭や地域での食育の推進

に関する内容を「市民」、家庭や地域の食

育の推進のための環境整備に関する内容

を「環境」として整理しております。 

 家庭に対する食育については、「市民」

の目指す姿Ⅰ・目指す姿Ⅱの指標におい

て、市民への調査により把握することとし

ております。 

イ 

5 

数値目標は、国連が定めたSDGｓの評価指

標を用いてはどうか。 

SDGｓについては、食育との関連も大き

いものであると認識しておりますが、本計

画では国や県の計画と比較し、本市の課題

を明確化できるよう、数値目標についても

整合性を図るよう努めております。 

SDGｓに関しては今後の国や県の動向を

踏まえ、より整合性を図ってまいります。 

ウ 

6 

（P.51） 

目標に中学校給食の利用率を入れたらど

うか。 

ご意見として承ります。 

ウ 



通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

②食育の取り組みに関すること 

7 

（P13 朝食を毎日食べない子ども） 

朝食を食べない子どもが増えて10人に1

人となっている。この問題をどう捉え、対応

するのか。朝食を提供する小学校なども現れ

ている。また、中学校でお昼を食べられない

生徒がいるという新聞報道があったが、食育

を唱える前に、食べられる環境を整えるべき

ではないか。 

子どもの欠食は大きな問題と考えてお

り、引き続き啓発などに努めて参りたい

と考えております。 

また、デリバリー給食実施中学校にお

いて、家庭環境により昼食を用意できな

い生徒への支援としてデリバリー給食の

無償提供を行なっております。 

イ 

8 

（高齢者や単身世帯の孤食への取り組み） 

食を通したコミュニケーションといって

も、高齢者や単身世帯ではその機会がないよ

うに思う。 

いくつかの取り組みは行われているとは

思うが、ひとつ提案として地域の学校での共

食の日、地域の高齢者など（高齢者に限らな

くてもいいとは思うが）が、学校で集まって

給食を食べられる日などはすでにある施設

を利用できるのでお金もあまりかからない

し、地域の繋がりもできていいと思う。 

そのためにも、各学校の調理室は残して、

使い切るということを考えてほしい。これは

地域に対しての食育にもつながると思う。

（学校給食調理施設は、災害時の炊き出し施

設としても有効であることは言われている。

残して、活用する道を考えるべき。） 

本計画は食育に関する考え方や各施策

の方向性を示すものであり、ご意見とし

て承ります。 

ウ 

9 

（P.24） 

「主な事業」に公民館等で開催される教室

等の〜 とあるが、公民館有料化に伴い公民

館の利用についても厳しくなっており、公民

館の教室等で調理したものを食べるために

は午前と午後通して部屋を借りなければな

らない。 

以前は午前中借りているだけで１２時半

くらいまで利用出来たが、今は出来なくなっ

ている。これも、各課で状況を照らし合わせ

て考えて行くべき。 

 公民館の部屋の利用時間区分につきま

しては、使用料導入以前から午前中は9

時から12時までとなっており変更してお

りません。また、その運用につきまして

は各公民館の運営協議会等で定めていま

す。 

 料理実習室の利用に関するご意見に

つきましては、各公民館に伝え、現状把

握と情報の共有を図るとともに、共食の

機会の充実について検討してまいりま

す。 

ウ 

 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

10 

相模原市の郷土料理とは何かを、料理名を

あげて周知・普及を目指し、また学校給食等

で頻回に提供してはどうか。 

相模原市の郷土料理の普及につきまし

ては、ふるさとの技術指導士や食生活改

善推進団体わかな会等による郷土料理の

普及に関する教室等の実施や、学校給食

において郷土料理を提供するなどの取り

組みを推進するとともに、普及に向けた

周知方法について引き続き検討してまい

ります。 

イ 

11 

市民が利用する頻度の高い大型店舗（スー

パーマーケット等）に、地場産品のコーナー

の常設を求めるなど、協力を依頼してはどう

か。 

本市では、生産農家の販売促進を図る

ため、スーパーマーケット等の販売店や

飲食店とのマッチング商談会を開催する

など、市内産農産物の流通促進に取り組

んでおります。 

 こうした取り組みを通じて、市内の一

部のスーパーマーケットにおきまして

は、生産農家との直接取引や、地場産品

の常設コーナーの設置等を実施しており

ます。 

イ 

12 

（災害の位置づけ） 

食育の具体的な内容として、災害時の食に

対する意識を高めることも必要で、食の備蓄

なども位置づけるべきではないか。 

ご意見の趣旨を踏まえ、災害時の食に

対する意識の向上に関する取り組みに

ついて、以下の通り追記いたしました。 

 

P.41 

環境： 

目指す姿を達成するための取り組みの

視点Ⅲ－１ 

「食を通して元気で豊かな人間性を育

むために充実した情報の受信及び発信

を図ります」 

《市の取り組み》 

・災害時の食への意識を高めるため、災

害に備えた食の備蓄等に関する啓発を

行います。 

《主な事業》 

・災害に備えた食の備蓄等の啓発 

ア 

 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

③学校給食に関すること 

13 

この計画では、食育の場としての学校給食

の内容をもっと具体的にするべきではない

か。最も食育が必要で効果が高いのは子ども

に向けたものであり、その場所は家庭や学校

給食であるから、そこへのアプローチが重要

ではないか。 

又、学校給食への内容をもっと具体的で充

実したものにするには、学校保健課と連携が

必要で、課同士が連携して内容を充実させて

欲しい。又、食品ロスに関しても触れられて

いるが、同様に廃棄物政策課と連携して進め

るべきではないか。 

本計画では、子どもも含めて、家庭や地

域での食育の推進に関する内容を「市民」、

家庭や地域の食育の推進のための環境整

備に関する内容を「環境」として整理して

おり、学校給食は学校での取り組みとして

「環境」に位置づけております。 

 ご意見の趣旨については、本計画に含ま

れているものと考えております。 

 また、食育の推進に関しましては、食育

関連課によって構成される食育推進検討

会議等において検討を行うなど、今後も連

携して進めてまいります。 

イ 

14 

地域、家庭という言葉がいくつか出てくる

が、そこに学校給食が入ってこないことに違

和感を感じる。 

また、目指す姿Ⅱ(1)アで市の取り組みに

ついてでも朝食と夕食とあり昼食が見られ

ない点や、給食とあるが、一応触れている程

度で具体的な記述がない点も同様に違和感

を感じる。食育の中でかなりの部分を占める

はずの給食についてもっと具体的に詳しく

したほうがよいのではないか。 

本計画では、子どもも含めて、家庭や地

域での食育の推進に関する内容を「市民」、

家庭や地域の食育の推進のための環境整

備に関する内容を「環境」として整理して

おり、学校給食は学校での取り組みとして

「環境」に位置づけております。 

 ご意見の趣旨については、本計画に含ま

れているものと考えております。 

イ 

15 

（学校給食による食育の充実） 

食育、というとまずは家庭、そして学校で

の食育を考える。それなのにこの食育推進計

画には、学校給食のことはほとんど見られな

いのはなぜか疑問です。 

学校給食は直接的には子どもに対して行

われるが、学校における食体験を通して、家

庭にもつながる広い食育になる。学校給食の

充実と、学校給食を通した食育のより一層の

充実を求めます。そのことを食育推進計画の

中に盛り込んでください。 

イ 

 
 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

16 

計画案全体に出てくる「給食」というのが、

中学校給食を含んでいるようには見えない。

相模原市は中学校でも「完全給食」を実施し

ていると言っているのだから、給食には当然

中学校給食も含めるべき。 

もしも現状の中学校給食がそこに含めら

れないようなものであるなら、そもそもその

見直しも必要。学校保健課任せにせず、各課

連携してよりよい給食について考えていた

だきたい。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

 
ウ 

17 

（P.46〜48） 

ここには何度も「学校給食」の言葉が出て

くるが、これが中学校給食を含めているとは

思えない。逆に言うと、中学校給食を小学校

と同じような給食にすることで改善される

事が多いと思われる。各課連携して給食につ

いての取り組みを見直してもらいたい。 

ウ 

18 

（小学校親子方式による給食の反対） 

食中毒等衛生面においてリスク上昇の懸

念がある。 

災害時、避難所運営における給食施設の有

無が大きく影響すると思われる。 

小学校単位の独自のメニューが提供出来

なくなる。 

アレルギーのある児童へのきめ細やかな

対応が出来なくなる恐れがある。 

ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

19 

（小－小親子方式の給食について） 

食育には給食が必要だと考えます。全員で

同じものを食べることには意義があると思

います。「おいしく」給食を食べることで、

食育の効果は上がると思います。 

だから、市の担当課はぜひ、中学生に温か

い昼食を、食缶で届ける方式を考えてくださ

い。 

中学生に温かい昼食を食べさせながら、食

育の効果を出すために、デリ弁ではなく、食

缶方式で給食が出来ないかと、考えていま

す。 

その時、食缶を送り出す側として、一番の

候補は、近隣の小学校の給食室です。即ち小

－中親子方式で中学給食ができないか、可能

性を追求中です。 

ところが今、市民に広く知らせない形で、

小学校の給食室が廃止されようしていると

聞きました。 

相模原市の財政に余裕があり、今、小－小

親子方式にすることに財政支出をして、その

後、小－中親子方式、あるいは（こっちの方

が理想的ですが）自校方式で、中学生に温か

い昼食を食べさせるための財政支出が出来

るなら、何も文句は言いませんが、決して、

財政にゆとりがある訳ではない中で、将来の

小－中親子方式による中学給食の可能性を

塞ぐ措置は止めてください。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

20 

小学校同士の親子方式の検討会議に健康

増進課が入っていないのはおかしい。健康増

進課としての意見も反映させて検討しても

らいたい。 

ご意見として承ります。 

ウ 

21 

小学校同士の親子方式実施に関しては、現

役の保護者だけでなく、広く市民の声を聞い

てもらいたい。特に、これから小中学生にな

る保護者の意見を聞く場は絶対に必要と考

える。 

ご意見として承り、今後の取り組みの

参考にさせていただきます。 

ウ 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

22 

食育には給食が必要だと思います。私自身

は中学校まで、給食のある県で育ったので、

相模原市は中学校では給食がないと知り、と

ても驚きました！ 

・顔の見える関係の中で、子ども達が食につ

いて考えることが大切である。 

・小学校同士の親子方式では食育が難しくな

り、食を身近に触れる事ができなくなる。 

・給食の方式について、保護者・生徒・教職

員の声を聞いて欲しいです。 

・米を使った給食を増やして欲しいです。 

・給食の残食を減らすためには、根本的な見

直す必要があると思います。 

 相模原市の学校給食がさらに良い方向へ

向かうことを願っています。今後は情報の発

信も積極的にお願いします。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

23 

顔の見える関係の中で食に対する興味・関

心が高まり、いろいろな食材や料理を食べて

みようとしたり残さず食べようという気持

ちが育まれると考えられるので、相模原市が

現在検討している小学校同士の親子方式で

は食育を推進出来ない。 

むしろ親子式を導入するならば近隣の小

学校、中学校で行う小中親子式の方を優先し

て検討するほうが小中一貫教育をこれから

進めていく市の方針に沿っているのではな

いか。 

ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

24 

（小中一貫教育の中での食育の充実） 

相模原市では小中一貫教育を一層進めて

いくとのことだが、食育に関してはまったく

重視されていないと感じる。小学校、中学校

の義務教育機関においては、給食の時間は

「食」という生きていく上での土台を作る大

事な時間。現状の中学校給食は選択性などと

言いつつ、実際は大人の事情、都合によるも

の。子どもの選択ではない。 

子どもにとっての現状の中学校給食の選

択は「教えられた栄養の知識により子どもが

自らに必要なものを選ぶ」ような食育的な観

点によるものではなく、「好きなものを選ぶ」

「嫌いなものは選ばない」程度のものである

し、もしくは家庭の事情により選ばざるを得

ないというものになってはいないか。 

そのような中で、小中一貫どころか、同じ

中学生でも得られる食育位の格差はどれほ

ど大きいか考えられている制度とは思えな

い。学校生活の中で、給食は単なる昼食では

なく、他の学科と同じように「科目」、給食

の時間は楽しいものであると同時に休み時

間とは異なる「食育」という科目の時間。そ

して、給食は「教材」である。 

 その教材は、各家庭の事情により選択する

ようなものではなく、栄養教諭により組み立

てられた計画に基づく給食をどの生徒にも

同じように与えられることで実現されるべ

きである。 

中学校でも、小学校と同じように全員が食

べる給食を始めることで実現する、そういう

目標を計画に入れてください。 

同じ意味で、現在「小学校－小学校親子方

式」の検討をしているようだが、小中一貫教

育というならば同じ地区の「小学校－中学校

親子方式」のほうが、一貫した食育が行える

と思う。長い目で検討してほしい。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

 



通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

25 

自分の学校で給食を作ってくれる、栄養士

さんや調理員さんを見ないと食のありがた

みが分からないと思うので、小学校も中学校

も自校方式の給食を目指して欲しい。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

26 

自分の学校で給食を作ってくれる、栄養士

さんや調理員さんを見ないと食のありがた

みが分からないと思うので、小学校も中学校

も自校方式の給食を目指して欲しい。 

ウ 

27 

P.1の「食育の推進に当たっては、学習の

場の提供や食を取り巻く環境を 整備し、充

実させていくことが重要」左の記載事項につ

いて、賛成します。 

子供のうちから、しっかりと食育し、正し

い知識を付けることが大人になってからの

食生活につながると思う。特に義務教育時期

は、しっかりとした教育や環境を提供するこ

とが、市民全体への効果が高いと思う。まず

は、学校という場で提供される給食を利用し

た食育が大事だ。 

相模原は大半の中学校がデリバリー式の

ランチボックスタイプの弁当だが、こちらは

作っている人の顔も見えにくく、また、残食

率が、自校式や親子式に比べ高い。また、家

庭弁当と選択式というところから、せっかく

バランスの良い献立を用意しているにも関

わらず、嗜好で選んでいる状態だ。これでは

食育につながらない。小学校のような全員喫

食を前提とした、温かい給食を実施すること

が食育につながると考える。 

ウ 

28 

P.11 副菜を食べる頻度、主食を食べる頻

度、ともに小学生よりも中学生が低くなって

いるが、昼食にお弁当を持参出来ず、菓子パ

ンなどだけで済ませている子どももいるの

が現状。全員がバランスの取れた給食を食べ

る事ができれば、自然と数値は上がると考え

る。 

ウ 

 



通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

29 

（Ⅰ－(1) 望ましい食習慣の形成を推進し

ます・バランスのとれた食生活を推進するに

ついて） 

 前計画の評価結果の中で、中高生の「脂肪

の多い肉類の摂取状況」は増加傾向にあり、

副菜を1日2回以上食べる人の割合が低いこ

とや、菓子等のし好品を1日1回以上食べる

人がどの世代でも多い状況から、栄養バラン

スの乱れている人が多いことが懸念される

現状の中、中学校給食のデリバリー式選択制

方式は、一ヶ月単位でバランスの良い献立を

立てても、生徒が食べたいメニューを選ぶこ

とで偏った栄養になり、バランスのとれた食

生活の推進とかけ離れ、市が推進しようとし

ていることを、市自体が行っているデリバリ

ー式選択制方式が妨げている。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

30 

（P.20） 

食品ロスについて触れているが、現状の中

学校給食は残食率が高く、残食は生徒の見え

るところでゴミ袋に捨てられていると聞く。 

小学校給食では残食はとても少ないのに、

中学生になると急に増えるのは、現在の給食

の方式に問題があると考える。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 ウ 

31 

「目指す姿Ⅱ⑤食品ロスを軽減するため

に取り組んでいる市民の割合・食への感謝の

気持ちを育む機会の充実を図る」のところ

で、給食の方式ではデリバリー給食＞センタ

ー式＞自校式の順で残食率が高くなってい

る。食品ロスの観点からも中学校給食は自校

式を目指していってほしい。 

ウ 

32 

中学校給食の残食を生徒から見えるとこ

ろでゴミ箱に捨てているような場所ではな

かなか食育は難しいと考える。残食を減らす

ためには給食の根本的な改善が必要と考え

る。 

ウ 

 



通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

33 

（Ⅱ－(1) 食を楽しみ大切にする心を育む

機会の充実を図りますについて） 

 健康を促進し、維持するための食材の栄養

や調理の仕方や相模原の伝統的な食材、津久

井大豆などを具体的に生徒に教えたくても、

現状の中学校給食はデリバリー式選択制方

式では、生徒がそれぞれ、デリバリー給食や

家庭の弁当、コンビニで購入した物などバラ

バラの食事では教えられず、計画の妨げにな

っており、計画と市自体が行っているデリバ

リー式選択制方式と矛盾している。 

 また、食品ロスを減らす取り組みでは、市

民への取り組みばかりを求めるだけでなく、

行政としても、相模原市の特に給食センター

の残食率は全国平均より高く、食品ロスを助

長しているため、原因を追究し、改善すべき

である。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

 食品ロスを減らす取り組みにつきまし

ては、ご意見として承ります。 

ウ 

34 

（P.32） 

学校給食で地場農産物や郷土料理につい

て知る機会を作ろうと思うのであれば、中学

校給食でも当然扱われるべき。４０％の生徒

しか食べていない給食ではその程度の生徒

にしか伝わらない。また、P.57の地場農産物

の利用割合も中学校給食の喫食率が上がれ

ば達成しやすくなると考える。 

課題としても「中学生、高校生などの若い

世代の認識が低い」とされている。その点も、

中学校給食の改善とともに解決出来るので

はないか。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

35 

伝統的な食文化の継承は、中学校給食を全

員の喫食による完全給食にする事で、地場農

産物をより多く取り入れられる。また伝統・

郷土料理を完全給食で提供する、献立作成な

どにさらに触れる機会を増やす事になり、地

域の食の伝承の推進・数値目標の達成にもつ

ながるのではないか。 

ウ 

 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

36 

中学校自校方式による完全給食を求める。 

全国を見ても完全給食の率が高い。 

同じ義務教育であるはずなのに地域によ

って給食格差があるのは納得いかない。 

完全給食は食育推進のための役割が大き

くその効果に十分期待できる。 

どの生徒も不公平なく昼食を安心して食

べられる満足感は学習にも好影響を及ぼす

と考える。 

アレルギーのある生徒もその対応食によ

って安心して食べることが出来る。 

食品ロスを減らすことが出来る。 

食の安全やその必要性を学ぶ機会が増え、

自立に向けた取り組みがしやすくなる。 

災害時における給食施設の有無・活用は避

難所運営に大きな影響を及ぼす。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

37 

（P.40） 

課題「保育所、学校、高齢者施設等様々な

施設で食育に携わる全ての人が、食について

共通の理解を持って食育に取り組む事が必

要」に対しては、学校の全て教員が共通の理

解を持つ事は困難と考えるが、各学校に栄養

教諭が配置される事によって充実が図れる

と考えられる。 

現在、市が検討している小学校同士の親子

方式の給食では栄養教諭の数も削減される

と予想される。小学校の自校方式を維持する

とともに、中学校給食も自校式を目指す事が

重要と考える。 

小・中学校では、小・中学校での間断

ない食育の推進を目指し、小・中学校食

育担当者会及び小・中学校食育担当者ネ

ットワークグループ協議会等において、

食育に関する情報の共有・検討を行い、

学校全体の取り組みとして食育を推進し

ております。 

 今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

38 

学校給食の現状の向上についてはあまり

触れられていません。 

中学校の給食の現状は、すべての子供に

｢食を通して元気で豊かな人間性を育むため

の環境が充実している｣とは言えないと思い

ます。デリバリー式であるがゆえに、食べら

れる子、食べられない子に分けられ、食育

云々ではなくなっていると思います。 

また小・中両方ともに言えますが、給食の

時間が短いと思います。 

 私語をせずにただ食事を早く済ませると

いうような指導は、食事の楽しみを奪ってい

ると思います。 

そのあたりも含めた計画にして欲しいと

願います。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

39 

（学校給食を通した食環境の充実） 

計画の中に地産農産物等や、行事食等の提

供とあるが、学校給食を通した家庭にもつな

がることは現在も小学校ではよく行われて

いると感じる。 

それが中学校になるとぷつりと途絶えて

しまうのは、もったいない。 

中学校の給食を充実させることは、家庭に

対しての広告、教育にもなる。 

長い目で見た時に、中学校給食にかけるお

金は、大きな投資になる。予算をしっかりと

って充実させるべきものであることを計画

に盛り込んで、学校給食の意味を理解してい

ない人たちに『予算を削るべきものではな

い』ことをしらせることもまた大事な食育で

あると思います。 

ご意見として承ります。 

ウ 

 
 
 
 
 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

40 

中学校ではデリバリー給食を食べている子

は少なく、肩身の狭い思いをしている気がす

る。教室内で食事をしていても「孤食」状態

になっている事について改善する事を検討し

てはどうか。 

今後の学校給食のあり方につきまして

は、地域特性や、学校環境を踏まえて、

本市にふさわしい給食の提供体制につい

て、検討して参りたいと考えております。 

ウ 

41 

中学校ではデリバリー給食を食べている子

が少なく、肩身の狭い思いをしている。また、

お弁当を隠して食べている子もいる状況で

は、教室内で食事をしていても「孤食」状態

になっている事について改善する事を検討し

てはどうか。 

ウ 

42 

デリバリー給食を食べているクラスメイト

はよく「不味い」と言っている。まずい給食

では食育など出来ないと思う。給食自体を見

直してもらいたい。 

ウ 

43 

デリバリー給食は味が悪く、とても食べら

れないおかずが出ることもある。栄養面でも

食べられなくては意味がない。食べ物を大事

にするという気持ちも育たず「残せばいい」

と思う事に繋がっている。 

ウ 

44 

中学校のデリバリー給食は味が悪い物が多

く、とても食べられないおかずが出ることも

ある。栄養面でも食べられなくては意味がな

い。食べ物を大事にするという気持ちも育た

ず、残せばいいと思うことに繋がっている。 

ウ 

45 

給食の時間が短すぎて、食事を楽しむこと

ができない。食事時間を楽しむことも食育で

あるはずなので、昼食の時間についても検討

してもらいたい。 

ご意見として承り、今後の取り組みの

参考にさせていただきます。 
ウ 

46 

中学校における昼食時間の確保を求める。

特に体育祭や文化祭時は食べる時間がなく弁

当持参でも手付かずのまま残し持って帰って

来る。成長著しい中学生時に十分な栄養素を

取れないのはおかしい。 

ウ 

 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

47 

相模原市の中学校の給食は食べる時間も短

く、急いで食べなくてはならないので、残す

事も多いそうです。 

また、冷凍食品とわかる物が多いので、成

長期の子供の発育にも影響があるのではない

でしょうか？ 

地域で取れた地産地消を取り入れた給食の

ほうが食育につながると思います。 

子供達に聞くところによると給食はまずい

ものが多く、時にはとてもじゃないけど、食

べられないものが出る事があるそうです。 

成長期の子供達の為にも検討していただけ

ないでしょうか？ 

ご意見として承り、今後の取り組みの

参考にさせていただきます。 

ウ 

48 

中学校の給食の時間が短すぎて、早食いを

しないとならない。食事を楽しめている気が

しない。 

ウ 

49 

（P.24 食を通じたコミュニケーションにつ

いて） 

 中学校の昼食時間は１５分程度、午前中の

授業の終わる時間によっては食べる時間が１

０分にも満たないこともあると聞く。コミュ

ニケーションを取っているヒマなんかない。 

また、持参弁当を見られるのが恥ずかしく

て隠して食べている生徒や、昼食を持参出来

ずに欠食している生徒もいると聞く。とても

コミュニケーションをとりながら食事を楽し

む環境であるとは思えない。この点でも、中

学校給食の見直しを健康増進課にも考えて頂

きたい。 

ウ 

 



 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

50 

（中学校給食の給食時間の問題） 

中学校では給食の時間が短すぎて、食育ど

ころか早食いに慣れることが大事になってい

るようです。 

市が行っている給食を注文することを推奨

しているようだが、その給食を食べる十分な

時間がない、そのことを学校は知りながら変

わらない。そのような中で食べきれないから

注文しない、注文しても食べ残すというよう

な状況が起きている。 

そのような給食を、まともに評価すること

はできないはずなのに、時間の問題を問題と

して取り上げないまま、弁当給食の注文を促

進していては、それは食育が目的とは思えな

い。 

まずは、中学校給食の時間をきちんと確保

すること、それが確保された上で初めて現行

給食を評価することが出来るはずです。 

中学校給食の時間を伸ばすよう指導してく

ださい。それもせずに食育など語らないでほ

しい。 

計画の中の「目指す姿Ⅱ 食を通して豊か

な人間性を育む」の中の事業に、中学校の給

食時間の十分な確保、数値目標に最低３０分、

全中学校で、など入れてください。 

ご意見として承り、今後の取り組みの

参考にさせていただきます。 

ウ 

51 

P.10 市の取り組みに「中学校給食献立募

集事業」とあるが、４０％の利用率しかない

給食で実施しても効果があるとは思えない。

まずは、利用率をあげる事の検討が必要。 

ご意見として承り、今後の取り組みの

参考にさせていただきます。 

ウ 

52 

学校教育の現場は経費削減ばかり考えてい

るが、食育は知育、徳育、体育の基礎となる

もの。決して削減していいものではないと言

うことを学校教育の現場にも伝えて欲しい。 

ご意見として承ります。 

ウ 

 



 

④その他 

53 

（委員について）  

 市内の団体等の代表者だけではなく、市外

からも有識者をいれる検討をしてはどうか。 

ご意見として承ります。 

ウ 

 

 


